
 

《
な
ん
で
文
法
を
学
ぶ
の
？
》 

 

次
の
傍
線
部
を
訳
し
て
み
よ
う 

 

①
花
ぞ
、
咲
か
ぬ
。 

花
が
、【 

 
 
 
 

】。 

 

②
花
、
咲
き
ぬ
。 

 

花
が
、
【 

 
 
 
 

】。 

 

③
雨
降
ら
ば
、
我
行
か
じ
。 

 
 

雨
が
【 

 
 

 
 

】、
私
は
行
か
な
い
つ
も
り
だ
。 

 

④
雨
降
れ
ば
、
我
行
か
ず
。 

 
 

雨
が
【 

 
 
 
 

】、
私
は
行
か
な
い
。 

 

「
ぬ
」
「
ば
」
の
直
前
の
【 

 
 

 
 

】
が
違
う
だ
け
で
、
意
味
が
変
わ
る
。 

 
 
 
 
↓
 

自
分
で
【 

 
 
 
 

】
を
見
分
け
る
力
が
必
要
。 

 
⬇

文
法
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切 

    

《
用
言
っ
て
聞
い
た
こ
と
あ
る
け
ど
、
何
そ
れ
？
》 

単
語
は
、
全
部
で
10
個
の
品
詞
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

（
動
詞
、
形
容
詞
、
形
容
動
詞
、
名
詞
、
副
詞
、
連
体
詞
、
接
続
詞
、
感
動
詞
、

助
詞
、
助
動
詞
） 

こ
の
中
の
う
ち
、
自
立
語
で
【 

 
 
 

】
す
る
も
の
を
用
言
と
言
い
、 

10
個
の
品
詞
の
う
ち
、【 

 
 
 

】・【 
 
 
 
 

】・【 
 
 
 
 
 

】 
 
 

の
３
品
詞
の
こ
と
で
す
。 

 

☆
ま
と
め 

 

用
言
＝
【 

 
 
 

】
・【 

 
 
 
 

】・【 
 
 
 
 
 

】
の
こ
と 

   

《
用
言
は
わ
か
っ
た
。
で
、
活
用
っ
て
何
？
》 

や
っ
て
み
よ
う 

 

・
書
く 

＋ 

ず
（
な
い
） 

 
→

書
【 

 
 

】
ず
（
な
い
） 

 

・
書
く 

＋ 

た
り
（
ま
す
） 

→

書
【 

 
 

】
た
り
（
ま
す
） 

 

・
書
く 

＋ 

ど
も
（
ば
） 

 
→

書
【 

 
 

】
ど
も
（
ば
） 

 
☆
ま
と
め 

活
用
と
は
、【 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

】 

   

読解 

助詞・助動詞 

用言 



 

《
活
用
形
と
活
用
の
種
類
》 

・
活
用
形 

 

未
然
形
・
連
用
形
・
終
止
形
・
連
体
形
・【 

 
 
 

】・
命
令
形
の
６
つ
。 

 

・
活
用
の
種
類 

 

用
言
（
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
活
用
の
種
類
が 

あ
る
。 

◎
動
詞
の
活
用
の
種
類
（
９
種
類
） 

 

四
段
活
用
・
上
二
段
活
用
・
下
二
段
活
用
︙
数
が
多
い 

 

上
一
段
活
用
・
下
一
段
活
用 

カ
行
変
格
活
用
・
サ
行
変
格
活
用 

 
数
が
少
な
い
の
で
【 

  
 

】
す
る 

 

ナ
行
変
格
活
用
・
ラ
行
変
格
活
用 

※
動
詞
は
基
本
の
形
（
終
止
形
）
が
「
ｕ
段
音
」
に
な
り
ま
す
が
、 

ラ
行
変
格
活
用
だ
け
【 

 
 

】
に
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

  

◎
形
容
詞
の
活
用
の
種
類
（
２
種
類
） 

 
 

【 
 

】
活
用
・【 

 
 

】
活
用 

 

※
形
容
詞
は
基
本
の
形
（
終
止
形
）
が
「
～
し
（
じ
）」
に
な
り
ま
す
。 

 
 

 

◎
形
容
動
詞
の
活
用
の
種
類
（
２
種
類
） 

 
 

【 
 
 

】
活
用
・
【 

 
 

】
活
用 

 

※
基
本
の
形
（
終
止
形
）
が
「
～
な
り
」
な
ら
【 

 
 

】
活
用
、 

「
～
た
り
」
な
ら
【 

 
 

】
活
用
に
な
り
ま
す
。 

 

《
動
詞
の
活
用
の
種
類
》 

① 

四
段
活
用 

 

「
ａ
／
ｉ
／
ｕ
／
ｕ
／
ｅ
／
ｅ
」
と
活
用
す
る 

 

や
っ
て
み
よ
う 

 

次
の
傍
線
部
の
基
本
形
と
活
用
形
を
答
え
よ
う
。 

 

・
花
咲
け
ど
も
散
ら
ず
。 

 
 

基
本
形
︙ 

 
 

活
用
形
︙ 

 
慣
れ
る
ま
で
は
、
自
分
で
【 

 
 
 

】（
右
側
の
表
）
を
作
っ
て
考
え
よ
う
！ 

 

※
注
意
す
べ
き
「
四
段
動
詞
」 

 

【 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

】→

四
段
・
上
二
・
下
二
を
見
分
け
る
と
き
注
意 

（
後
述
） 

 

書
く 

基
本
形 

書 

語
幹 

ず む か 

未
然
形 

た
り 

て き 

連
用
形 

。 く 

終
止
形 

と
き 

こ
と 

く 

連
体
形 

ど 

ど
も 

け 

已
然
形 

！ け 

命
令
形 

下
に
つ
く
語 



 

② 

上
二
段
活
用 

 
「
ｉ
／
ｉ
／
ｕ
／
ｕ
る
／
ｕ
れ
／
ｉ
よ
」
と
活
用
す
る
。 

 

や
っ
て
み
よ
う 

 

次
の
傍
線
部
の
基
本
形
を
答
え
よ
う
。 

・
あ
る
日
山
を
過
ぐ
る
に 

基
本
形
︙ 

 

（ 
 

）
内
の
動
詞
を
正
し
く
活
用
さ
せ
よ
う
。 

・
（
恨
む
）
ず
や 

う
き
世
を
花
の 

い
と
ひ
つ
つ 

 
 

答
え
︙ 

 

※
注
意
す
べ
き
「
上
二
段
動
詞
」 

 

「
老
ゆ
」「
悔
ゆ
」
「
報
ゆ
」
は
ヤ
行
の
動
詞 

 

「
閉
づ
」「
恥
づ
」
は
ダ
行
の
動
詞→

「
閉
じ
ず
」「
恥
じ
ず
」
は
☓
、 

正
し
く
は
「
閉
ぢ
ず
」「
恥
ぢ
ず
」 

   

③ 

下
二
段
活
用 

 

「
ｅ
／
ｅ
／
ｕ
／
ｕ
る
／
ｕ
れ
／
ｅ
よ
」
と
活
用
す
る
。 

 

や
っ
て
み
よ
う 

 

次
の
傍
線
部
の
基
本
形
を
答
え
よ
う
。 

・
北
上
川
、
南
部
よ
り
流
る
る
大
河
な
り 

基
本
形
︙ 

 

・「
か
か
る
こ
と
は
文
に
も
見
え
ず
、
伝
へ
た
る
教
へ
も
な
し
」 

 
 

基
本
形
︙ 

 

※
注
意
す
べ
き
「
下
二
段
動
詞
」 

 

「
得
」→

数
あ
る
動
詞
の
中
で
【 

 
 
 

】
の
動
詞
は
こ
れ
だ
け 

 
「
得
」「
寝
」「
経
」
は
語
幹
と
活
用
語
尾
の
区
別
が
な
い
。 

「
覚
ゆ
」「
見
ゆ
」→

ヤ
行 

 

「
植
う
」「
飢
う
」「
据
う
」→

ワ
行 

 

例
：「
植
う
」
「
飢
う
」「
据
う
」
の
未
然
形
は
？ 

 
 
→

植
【 

 
】
ず 

 

飢
【 

 

】
ず 

 

据
【 

 

】
ず 

 

起
く 

基
本
形 

起 

語
幹 

き 
未
然
形 

き 

連
用
形 

く 

終
止
形 

く
る 

連
体
形 

く
れ 

已
然
形 

き
よ 

命
令
形 

上
ぐ 

基
本
形 

上 

語
幹 

げ 

未
然
形 

げ 

連
用
形 

ぐ 

終
止
形 

ぐ
る 

連
体
形 

ぐ
れ 

已
然
形 

げ
よ 

命
令
形 



 

《
四
段
・
上
二
・
下
二
段
動
詞
の
見
分
け
方
》 

 
↓
 

【 
 
 

】
を
つ
け
て
判
断
し
よ
う
！ 

 

① 

行
く 

→
【 

 
 
 

】 

 

② 

飽
く 

→

【 
 
 
 

】 

  

●
「【 

 
 
 

】
＋
ず
」→

【 
 
 
 

 
 
 

】 

  

③ 

起
く 

→

【 
 
 
 

】 

 

④ 

恨
む 

→

【 
 
 
 

】 

  

●
「【 

 
 
 

】
＋
ず
」→

【 
 
 
 

 
 
 

】 

  

⑤ 

受
く 

→

【 
 
 
 

】 

 

⑥ 

与
ふ 

→

【 
 
 
 

】 

 
 

●
「
【 

 
 
 

】
＋
ず
」→

【 
 
 
 
 
 
 

】 

 

★
こ
こ
か
ら
先
の
動
詞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
少
な
い
の
で
暗
記
し
て
し
ま
お
う
！ 

上
一
段
活
用 

︙
10
語 

下
一
段
活
用 

︙
１
語 

カ
行
変
格
活
用
︙
１
語 

サ
行
変
格
活
用
︙
２
語 

ナ
行
変
格
活
用
︙
２
語 

ラ
行
変
格
活
用
︙
４
語 

 

④ 

上
一
段
活
用 

 

「
ｉ
／
ｉ
／
ｉ
る
／
ｉ
る
／
ｉ
れ
／
ｉ
よ
」
と
活
用
す
る
。 

 

●
「
着
る
・
見
る
・
似
る
・
煮
る
・
射
る
・
鋳
る
・
居
る
・
率
る
・
干
る
・
乾
る
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の

10

語
だ
け
。 

注
意
！ 

 
射
る
・
鋳
る 

→

【 
 
 

 

】（
ひ
ら
が
な
だ
と
【 

 
 
 

】） 

 

居
る
・
率
る 

→

【 
 
 

 

】（
ひ
ら
が
な
だ
と
【 

 
 
 

】） 

 

暗
記
！ 

 

き
み
に
い
ゐ
ひ
（
君
に
良
い
日
♪
） 

見
る 

基
本
形 

（
見
） 

語
幹 

み 

未
然
形 

み 

連
用
形 

み
る 

終
止
形 

み
る 

連
体
形 

み
れ 

已
然
形 

み
よ 

命
令
形 



 

⑤ 

下
一
段
活
用 

●
【 

 
 

】
だ
け 

   

⑥
カ
行
変
格
活
用 

●
【 

 

】
だ
け 

●
漢
字
表
記
の
際
は
注
意
が
必
要 

 

例
：
三
年
（
み
と
せ
）
来
ざ
り
け
れ
ば
、 

 

※
未
然
形
・
連
用
形
・
終
止
形
・
命
令
形
は
漢
字
表
記
の
場
合
一
文
字
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
読
み
方
が
違
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、【 

 
 
 
 

】
が
わ
か
ら

な
い
と
読
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

⑦ 

サ
行
変
格
活
用 

●
【 

 
 
 
 
 
 

】
の
２
語
だ
け 

●
サ
変
動
詞
は
、
様
々
な
語
と
結
び
つ
い
て
複
合
動
詞
を
作
る
。 

 

旅
す
・
死
す
・
も
の
す
・
ご
覧
ず
（
名
詞
＋
す
） 

 

空
し
う
す
・
重
ん
ず
（
形
容
詞
＋
す
） 

 

明
ら
か
に
す
（
形
容
動
詞
＋
す
） 

☆
「
～
ず
」
と
な
っ
て
も
「
サ
変
」
で
す
。「
ザ
変
」
は
存
在
し
ま
せ
ん
。 

 

⑧ 

ナ
行
変
格
活
用 

●
【 

 
 
 
 
 
 

】
の
２
語
だ
け 

      

蹴
る 

基
本
形 

（
蹴
） 

語
幹 

け 

未
然
形 

け 

連
用
形 

け
る 

終
止
形 

け
る 

連
体
形 

け
れ 

已
然
形 

け
よ 

命
令
形 

来 

基
本
形 

（
来
） 

語
幹 

こ 

未
然
形 

き 

連
用
形 

く 

終
止
形 

く
る 

連
体
形 

く
れ 

已
然
形 

こ 

こ
よ 

命
令
形 

す 

基
本
形 

（
す
） 

語
幹 

せ 

未
然
形 

し 

連
用
形 

す 

終
止
形 

す
る 

連
体
形 

す
れ 

已
然
形 

せ
よ 

命
令
形 

死
ぬ 

基
本
形 

死 

語
幹 

な 

未
然
形 

に 

連
用
形 

ぬ 

終
止
形 

ぬ
る 

連
体
形 

ぬ
れ 

已
然
形 

ね 

命
令
形 



 

⑨ 

ラ
行
変
格
活
用 

 

●
【 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

】
の
四
語
だ
け 

●
基
本
形
は
【 

 
 
 

】
で
終
わ
る 

 

 

《
動
詞
の
練
習
問
題
》 

や
っ
て
み
よ
う 

 

次
の
傍
線
部
の
動
詞
の
基
本
形
と
活
用
の
種
類
を
答
え
よ
う
。 

 

・
絶
え
て
久
し
く
な
り
ぬ
。 

 
 
 
 

・
こ
の
人
を
具
し
て
往
に
け
り
。 

 
 

基
本
形
︙ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

基
本
形
︙ 

 

 
 

種
類
︙ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

種
類
︙ 

 

・
ひ
が
ご
と
ど
も
に
こ
そ
は
侍
ら
め
。 

 

・
八
木
の
や
す
の
り
と
い
ふ
人
あ
り
。 

基
本
形
︙ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

基
本
形
︙ 

 

 
 

種
類
︙ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

種
類
︙ 

 

・
門
戸
を
閉
ぢ
て
開
か
ず
。 

 
 
 
 

・
久
し
う
里
に
居
た
り
。 

基
本
形
︙ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

基
本
形
︙ 

 

 
 

種
類
︙ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

種
類
︙ 

《
形
容
詞
の
活
用
》 

●
基
本
形
が
「
︙
し
」
と
な
る
。 

●
活
用
の
種
類
は
、
ク
活
用
と
シ
ク
活
用
の
２
種
類 

●
ク
活
用
と
シ
ク
活
用
の
見
分
け
方 

 
 
→

基
本
形
に
【 

 
 
 
 

】
を
つ
け
る
。 

 

～
く
な
る 

→

ク
活
用 

～
し
く
な
る→

シ
ク
活
用 

 

や
っ
て
み
よ
う 

 

め
で
た
し→

 

 
す
さ
ま
じ→

 

 

●
「
じ
く
／
じ
く
／
じ
・
・
・
」
と
活
用
し
て
も
シ
ク
活
用
で
す
。 

 

ジ
ク
活
用
は
存
在
し
ま
せ
ん
。 

 

あ
り 

基
本
形 

あ 

語
幹 

ら 

未
然
形 

り 

連
用
形 

り 

終
止
形 

る 

連
体
形 

れ 

已
然
形 

れ 

命
令
形 

美
し 

な
し 

基
本
形 

美 な 

語
幹 

（
し
く
） 

し
か
ら 

（
く
） 

か
ら 

未
然
形 

し
く 

し
か
り 

く 

か
り 

連
用
形 

し ○ し ○ 

終
止
形 

し
き 

し
か
る 

き 

か
る 

連
体
形 

し
け
れ 

○ 

け
れ 

○ 

已
然
形 

○ 

し
か
れ 

○ 

か
れ 

命
令
形 



 

《
形
容
動
詞
の
活
用
》 

●
基
本
形
が
「
︙
な
り
」
「
︙
た
り
」
と
な
る
。 

●
活
用
の
種
類
は
、
ナ
リ
活
用
と
タ
リ
活
用
の
２
種
類 

 

や
っ
て
み
よ
う 

 

次
の
傍
線
部
の
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
基
本
形
・
活
用
の
種
類
・
活
用
形
を
答
え
よ
う
。 

 

・
①

う
つ
く
し
き
こ
と
②

か
ぎ
り
な
し
。 

 

① 

基
本
形
︙ 

 
 

 
 

 
 

種
類
︙ 

 
 

 
 

 

活
用
形
︙ 

 

② 

基
本
形
︙ 

 
 

 
 

 
 

種
類
︙ 

 
 

 
 

 

活
用
形
︙ 

 

・
わ
ざ
と
な
ら
ぬ
に
ほ
ひ
、
③

し
め
や
か
に
う
ち
か
を
り
て
、 

 

③ 

基
本
形
︙ 

 
 

 
 

 
 

種
類
︙ 

 
 

 
 

 

活
用
形
︙ 

 

《
問
題
を
解
く
手
順
の
解
説
》 

◎
傍
線
部
の
用
言
を
文
法
的
に
説
明
せ
よ 

文
法
的
に
と
は
、
活
用
の
種
類
・
基
本
形
・
活
用
形
を
説
明
す
る
こ
と
が 

一
般
的
で
す
。 

 

① 

基
本
形
を
考
え
よ
う 

 

動
詞 

 
 
→

「
ｕ
段
音
」（
ラ
変
以
外
） 

 

形
容
詞 

 
→

「
︙
し
（
じ
）」 

 

形
容
動
詞 

→

「
︙
な
り
・
︙
た
り
」 

 ② 

活
用
の
種
類
を
考
え
よ
う 

☆
動
詞
の
場
合 

 

四
段
・
上
二
・
下
二
は
「
ず
」
を
付
け
て
判
断
、
そ
れ
以
外
は
暗
記 

 

☆
形
容
詞
の
場
合 

 

「
～
な
る
」
を
付
け
て
判
断
し
、
ク
活
用
か
シ
ク
活
用
か
を
見
分
け
る 

 

☆
形
容
動
詞
の
場
合 

 

「
～
な
り
」
な
ら
ナ
リ
活
用 

 

「
～
た
り
」
な
ら
タ
リ
活
用 

    

堂
々 

  

た
り 

静
か 

  

な
り 

基
本
形 

堂
々 

静
か 

語
幹 

た
ら 

な
ら 

未
然
形 

た
り 

と 

な
り 

に 

連
用
形 

た
り 

 な
り 

終
止
形 

た
る 

な
る 

連
体
形 

た
れ 

な
れ 

已
然
形 

た
れ 

な
れ 

命
令
形 



 

③ 

活
用
形
を
考
え
よ
う 

・
レ
ベ
ル
１ 

【 
 
 
 
 

】
を
作
り
、
表
を
見
て
判
断 

・
レ
ベ
ル
２
（
下
に
来
る
語
で
判
断
） 

例
：
下
に
用
言
が
来
て
い
れ
ば
【 

 
 
 
 

】 

下
に
体
言
（
名
詞
）
が
来
て
い
れ
ば
【 

 
 
 
 

】
︙
な
ど 

・
レ
ベ
ル
３
（
助
詞
・
助
動
詞
で
判
断
） 

助
詞
・
助
動
詞
の
接
続
で
判
断
す
る 

※
今
回
の
講
習
で
は
レ
ベ
ル
１
と
レ
ベ
ル
２
を
組
み
合
わ
せ
て
考
え
よ
う
！ 

 

例
：
こ
の
子
を
ア

見
れ
ば
、
イ

苦
し
き
こ
と
も
ウ

や
み
ぬ
。 

 

ア 

見
れ 

 

① 

基
本
形
︙ 

 

② 

種
類 

︙ 

 

③ 

活
用
形
︙ 

イ 

苦
し
き 

 

① 

基
本
形
︙ 

 

② 

種
類 

︙ 

 

③ 

活
用
形
︙ 

ウ 

や
み 

 

① 

基
本
形
︙ 

 

② 

種
類 

︙ 

 

③ 

活
用
形
︙ 

《
練
習
問
題
》 

★
用
言
に
つ
い
て
、
以
下
の
問
い
に
答
え
よ
。 

 

中
納
言
①
参
り
給
ひ
て
、
御
扇
奉
ら
せ
②
給
ふ
に
、「
隆
家
こ
そ
【
い
み
じ
】

骨
は
③
得
て
侍
り
。
そ
れ
を
張
ら
せ
て
参
ら
せ
む
と
④
す
る
に
、
お
ぼ
ろ
け
の

紙
は
え
張
る
ま
じ
け
れ
ば
、
求
め
⑤
侍
る
な
り
。」
と
申
し
給
ふ
。「
い
か
や
う
に

か
あ
る
。」
と
問
ひ
聞
こ
え
さ
せ
給
へ
ば
、「
す
べ
て
い
み
じ
う
侍
り
。『
さ
ら
に

ま
だ
見
ぬ
骨
の
さ
ま
な
り
。』
と
な
む
人
々
⑥
申
す
。
ま
こ
と
に
か
ば
か
り
の
は

⑦
見
え
ざ
り
つ
。」
と
、
言
高
く
⑧
の
た
ま
へ
ば
、「
さ
て
は
、
扇
の
に
は
あ
ら

で
、
海
月
の
な
な
り
。」
と
⑨
聞
こ
ゆ
れ
ば
、「
こ
れ
は
隆
家
が
言
に
⑩
し
て
む
。」

と
て
、
笑
ひ
給
ふ
。 

 

問
一 

傍
線
部
①
～
⑩
の
動
詞
を
文
法
的
に
（
基
本
形
・
活
用
の
種
類
・
活
用 

形
）
説
明
せ
よ
。
ま
た
、
③
「
得
」
は
基
本
形
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
け
。 

 

問
二 

本
文
中
【
い
み
じ
】
を
、
正
し
い
形
に
改
め
よ
。 


